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「 2 1 世紀へのキーウード」調査より思う
全国個性化教育連盟常任理事・日本数学教育学会常任理事

とうとう五年後に迫った 2 1 世紀。目まぐる

しく変わりつつあるこの社会状勢の中で、あわ
ただしく中央教育審議会が発足しました。 .. 
「自ら学ぶ意欲と社会の変化に主休的に対応

できる能力の育成」を目標に、心の教育の充実、
自己教育力の育成、文化の伝統の尊重と国際理
解の推進等の現学習指導要領。そして今日では、

2 1 世紀以降の教育課程について、最近多方面
からの検討が始められました。
これからは総合的な検討と共に研究実践が1JII

わって 21 世紀の教育のあり方を目指して子供
の立場に立った教育改革が大切といもわれます。
まず「 2 1 世紀の時代と人間像」の検討、

「 2 1 世紀に必要な教育課程」 「改良すぺき教

育内容」の検討がなされなければならないと考

えます。

例えば未来の教育課程に向け算数・数学科で
あれば r何のために算数・数学を学ぶのか」に

ついて答えられるものでなければならないと思

うのであります。また現実の固要なものである

ます「自己教育力」をより一層進められている
ものでなければならないでしょう。 このよう
な現状の中で「 2 1 世紀の算数・数学の教育課
程を考える会」として・「次の教育課程の改定」

を目指して、研究を続けておりますが、平成 6
年度より平成 7 年度にかけて「算数・数学科の

新しい教育課程を考えるキーワードについて」

のアンケートを実施しました。検討すぺきキー

ワードについて算数・数学担当の方から意見を
集計して分析を行っておりますので、その一端

をご報告致します。

アンケートキーワードについて 3 部にわかれ

ており 1 「 2 1 世紀の算数・数学教育を囲む背
景や社会状勢」(13難 I n 「算数・数学教育を囲
む教育の状況」 (26碩月 Im 「算数・数学科の目標

・内容・方法・評価」 (28爾月）以上の 1nm の観
点について、検討すぺき重点キーワードを求め

たものです。全国の算数・数学関係の方々より

報告いたしますと次のようです。回収数 748
名で複数回答である。

久保山滋＇（芦屋大学）
頂点キーワードの各項目上位 3 つを報告しま

すのでご判断して下さい。

1 項 H （複数回笞）

NOl 週休 2 H 制、勤務 II寺 I目、形態の多様化
(370) 

N02 情報ハイウエイ (~40)

N03 地球環境の保護・・：．緑化・•生粍教育 (320)
n 項目
NOI 学校へのコンピュータ導人 (470)

N02 余裕ある教育課程 (400)

N03 自己学習力；教科内容の精選 (390}

m 項目 .. 
NOI 数学的な考え方の指導の具体化(400)
N02 創造性豊かな人間の育成(_380). :,ｷ 

N03 コンピュ．ータの活用 (350)
•これは数学科に関する方々の算点キ．．ーワード
の上位であります。 . 、 ｀・

これらのことから 2 1 世紀の教育課程を考え
ていく際のキーワードとしてまとめてみますと
I 2 1 世紀の教育に影響する広域の環境

1) 週休 2 日制 2) 家庭の変化 3)社会・科学技
術の急速な変化 4) コンピュータの急速な変化

・普及 5)価値観の変化 6) 諸外国の動向 7) 
人工衛涅 8) 地球環摂等があげられます。
ll 教育界の変化・・勁·ti,]

1) すぺての児童•生徒への教育の徹底
2) 学校コンピュータの背及

3)T • T 方式 4) 理工離れ . 
5) 評価（学習指導要領の改訂と同時に）
6) 創造性の伸長（批判梢神、好奇心）

以上 I II を総合してご判断して下さい。この中
でT·T力式が困要な課題と考えます e
児童•生徒のために何がもっとも揖要なのか
と考えましたとき、教科にこだわることなく全
休的な視野に立った教育改革が大切と思われま
す。このT·T方式の研究は未来社会にとって
かかすことの出来ない課題であり、すぺては子
供の側に立った教育改革に教師が立てるかどう
かにかかっていると思います。そして個性化教
育連盟は重要な立場となると考えます e



<.ー＜学期研究会報告.>ジ
「ティームーティーチングの実践と課題J

l 2)-:1 9 lｷI (1-.) Iｷ. r','人·学

訃蘭
T -Tの課題と展望
愛知駁人府市立火府中学校教頭 成出半火

学びのメカニズムと
ディームーディーチング

神奈川大学JJ））教授 奈須正裕

奥観表
如辰．燐島区＼汀高m小学校 ［青薗·似
T槃・八余 Ili \ti平1！中学校写全で}'-" (.つンカニ:;;_..::::z·..b.と｀

騎瑣 ディーム·ディーチン．、・
・ 神奈川大学助教授．・奈須正裕·

ディ．ームーディーチング｀ 複数の教師で、従来の教師のサイズを変えて
。．＞暉碑と瞑望行うものがT. Tである。 T. T をやれば斜に・

愛知県大府 di I・［：人府中学校教リJ'.l •成 ITI 窄大 応じた指導になるということはない。 T ．令が
• この問凶にどう絡むのかが煎要である。

-f供の学びの姿を見る、ということを中心に、 1 つ目の事実認識として、人は全て伯性的存
講浙をしていただいた·: ••T ・• T が Ll (Oではなく．、在である c 学団に彩憫する餅人洛がある e また、9
T. T をきっかけにして、学校令休として・、教 教師の指祁内容の習熟度にも苑がある。さらに
帥の指導観を変えていくのである」 T. T によ 教帥の俯枕も指導に影琶する、， 2 つ目には、本
り多様な授菜を作ることができる 餅性化とほ 来的には侶性的な人問．の和互作）1耕関係（この場
ぽ I司慈義である。． , 合は、担任と子，供の関係）にば、 ‘~:I姓がある。
また、学校体制どし・・て•fどもの学びの姿をど 学級モ国の悲劇である。 9·.この•9こと凌研究データ
う捉えようとしているか問穎となる．生徒を見 により説明した。 3 つ同は、俯人器の存在や相
るフレームを用意することによってだれでも学 性の問図の存在を無祝•隠蔽してきた迎命＇共同．
びの姿を見とることができる 0．これの柏み重ね 体として一学級ー担任制がある。この認識に立．
によって関心・意欲の見方が変わる。このこと って、 T. fでは個人差の存在や相性の問爾を
によってなぜ多様な学出形熊をしなければなら 月I織的対応をしよう：・としたのである。 ・
ないのか狸解でき、記録係として複数の教師が だから T. Tではスタッフィングが問穎とな
必要となる c ・ る。 T. Tでは教師はジ，．エネラ．リ．・スとではなく、
全校T • T. 学年T. T•というフレームを名 スペシャリストとして担．当ずればよいぃ阻的に
えることによって、教育内容を考えていくでそ 違うものが協力的に行えばよいのであるし現在
れには選択教科にwi向きな評価をすることであ しま泣的な原理でやっているが、質的な原理でや
る。例えば、・南吉研究を選択教科で学習し劇・ ればよし＼教師はアクターではなくコーディネ
音楽など使って文化祭で発表することは、界教 ーター・プロデューサー役をしなければならな
科チームの T • Tである＇。文部省も総合学習と い学級は同学年齢異賃媒団の原理である。生
して選択教科を捕らえている。このように学年 i舌指導ではよいが、学習指導ではよくない10 •し
ゃ巽教科をこえて複数教師が教科に入っていく たがって、一時的に等質染団に再綱成をするっ
指導や、幅広い教育が必要である。 その堪合、学習内容や方法で等慣な集団があるっ
生徒の見取りについてという目探をはっきり T. T は偕人差を認め、マッチングさせるこ
させた研究授菜をする必狸がある。特に中学校 とである，児質であることを当たり前のことと
では子どもの学びの姿を本当にとらえる努力を して認めることである。蚊後に T. T は新しい
する必要がある c このときに T·T は有効な）J ものではない c 昔は地域でT. T をやっていたこ
法である＇ 昔に戻るための組緑であると結ばれた



賎鰊(1)
東京・駿島区立高 Ij]小学校
河村祐好・椙山和夫・大谷かおり

祁心の過疎校で学級数 8 、校舎も従来方式の
学校の実践である。この学校では、 T·Tによ

る指導法を取り入れ、全校の指導体制や授業の
改密を図りながら、一人一人の児窟の団性や意
欲を伸ばそうと考え、研究を行っていろ。．’
全校でTTに取り組むために、時閻割りのエ

夫を行っている。例えば、 1 • 2 年の生活科を
同一時間に設定したり、プロックごとの体育の

授業をしている。異学年合同でも、学習が進め
られる。ミーティング時閻を生み出す工夫には、

この学校の特徴が出ている。 TTを尖施するに
はミーティングが重要であり、この成否を既る

ものであると考えている。ミーティングの意毅
としては、これがT·Tによる研條であるとと

もに牒員の共通理解の払木となっていることを

発表された。このようなことを T • T JJtl配の先
生や本年1迂転勤してきた教師が実例を持って発
表された。

詳しい実践は黎明也房・「小凩揆校における

ティーム・ティーチングの考え方・進め方」を
お読み下さい。

類舷似
千菓・八千代市立高沖中学校 拍山山紀

日窃の授業の中で、 r数学の何を育てるか」
「数学で何を育てるか」を考えているかを発表
された後、これまでの英践したfn元及ぴ授菜形
態を話した。この中で仙に応じた授業をするた
めに、図也室の活川を図っていた。

次に、諌穎学習「ピックの定理」の学習につ
中学校の数学科の従来方式の校舎での実践で

す。 T·T加配教員がいるが、中学校では時I紺
設定に難しさがあり、週に一度の決まった時問
しかT·Tを利l むことができない r!-iでの実践で
ある。 ．いて、ピデオテープにより実際の授菜
の説明をされた。その中で、 A、 B 、 Cの 3 人
の生徒の特徴的な学習の様子を取り上げた。 A 、

B 、 C の生徒の様子は、以下の通りである。
それぞれの生徒の値人差を考慮し、その子な
りの考えを生かしつつ、 A→教師とのマンツー
マン指導が必要な生徒。 B→教師の援助だけで
よい生徒。 （友人とグル..:..プ学習ができる。）

C →教師のチェックだけでよい生徒。．（一人学
びができる。）．
この 3 人が店ることを常に老えながら．、指導

をしていきたいと結ばれた。
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く事務局への問い合わせ・連絡先＞

〒 1 1 4 東京都北区赤羽南 1-16-2-504

03-3903-4780 庶務部長 佐久間茂和

全国個性化教百研究連盟会報 第 35 号
平成 7 年 1 2 月 1 6 日発行

編集汽任者 事務局長甜浦勝義

網渠 広報部 グループ墳玉



霰発表会
富山駄•福光町立福光束部小学校、 1 0 月 6H
チューリ・ップで 11· 名な颯波平野に位置する福

光 IIIL 個性化教行の歴史は古く、先進的な研究
を町ぐるみで進めている。その福光東部小にお

いで•` 1・乎どもの思いや願いが生きる学習活動
（問題解決的学門と T ·.T の実践）」を主題
(I刹題）に発表会が行われた。

「一人一人の思いやりや願いに共感し、 T·
T によって個人逸に対応すれば、自ら考えて It
き生きと表現じたり、行動したりすることがで
きる了．を全体仮説に生活科・節数科・社会科の
3・・教料を中心にした』．公脚授菜と国研の高浦先牛
の講演が行われた＾．
子ども自らが学ぶだめに、 •T·Tで支援にあ

たりながら、問題解決':和 11 を行っていました c
どの教科もオープンスベースを布効に活用し、
児租が自分たちの手で学習していることが印象
に残った研究会でした： （文沢 三浦）

予菜肌・八千代i1nt笠田小学校'. 1 0 月 1 1 日
昨年に引続き、今年も参加しました．，それは
もう一度、あのすばらしく幣えられた学習屈坑
を見てみたいと思ったからです。

もたちが落ち沼いて、個人個人がめあてを持っ
て労習している 1 との請評がありました。

（文辺加藤 00)

神奈川県・大磯町立人殴小学校 10JJ26H 
r新しい学力馘に括づくカリキュラムの Ili紺

成••総合学習を中心として一」

大磯小学校は、 ＇自ら学ぶ子どもの育成」を
目指した個性化教育の研究・実践に取り組んで
今年が丁度十年目の節目にあたる。

本校では今年度から本格的に、総合学習を核

としたカリキュラムの再編成の研究に店i手した
それは、子どもたちの学校生活に 1・・価値ある経

験と学習の成立とをより戦かに保証しよう l と
いう、本校の教師染 I~] の、より強い願いのもと

に設定されたものであった。
発表当 H は全国各地から二百五十·人もの熱心
な先生方の参観をいただき、また、誼師として
お迎えした、全個連の実践のパイオニア的存在
である成田先生と気鋭の研究者である奈須先生
からは、力強いエールと暖かいサポートとを頂

殻した。有り難いことである。
今後も個性化教育のよりよい実現をめざして

研究・実践の推進に努力していきたい，
（文.L{t 池田）

受付が済むと、明るい声の 1 年生が押し花の 千葉県・八千代ili立益田中学校 1 1 月 1 3 日
じおりをもって迎えにきて、くらました c 習田中学校は開校 5 年目を向かえる。採光豊
漢＇rゃ計算の：たがやし学習Jから始まり、 かな校舎内に、了どもたちの笑顔がまぶしい c

葬数・社会科等の各学年の学習、．そして令校で ．「授業過程の再構築」というキーワードのも
繰り広げられる'.、サ祖楽集会．；．に至ぽで、、こども とに、各教科で授業作りに取り組み、・日常化を
たちは生き．：生きと；取り組．んでい；•ました。．． . 目指している。 T. Tやオープンスペースは、

, 田愕校艮涜生忍ばじめ＼教職員の方．．々の個性 その必然である。それは、th に空問の広がりの
.1 か教育に対す否意気込みを充分に感じとること みならず、時間やメディアの拡がりををも示し
ができた研究全t·した： （文資 河合） ていた。

• ̀ｷ •・．・合羨＇｀よ．｀·: :.'. • ・． . ..` ... . . ．（文貨 ．．植田）
烏取県・倉市市セ上北条小学校 9 1.0 月 2 0 日 そ釜衷寄cつ可夕気デ―¢二：ー一｝ヽズご
t北条小学校は開校 6 年目を向かえ、 2年に 郵便料金の値上げや諸喪用の上昇の中で、会

ー・度研究会を実施し、．．本年は2 回目を向かえま・｀．員の皆様のご協力で、会賓の値上げをせずにま
した。研究•主題を．．．「意欲を持つ’~：を取り組む子ど・いりましたが、会としての努力も限界に逹しま
もの育成」と、し、：ザブテーマほ· r個乞生かし育 し•たので、・夏季研修会で開かれた理事会におい
てる学習指導jを設定し研究を進めてい［ま’‘µ.tそ·:i．て．；．会費改定について話し合ったところ、認可
木年は全校 9学級．．児童数 2.1·7 名であるの：戸されました。
で、全学年の授業を公開して研究の成果を発表・ ．：．じたがって：；ク下記のように改定されることに
していました e ここではオープンスペースを利 な．：・ります。会員の皆様には、足非ご理解をいた
用し、 T·T を組みながら子ども一人ひとりの だき今後とも全国個性化教育研究連盟の発殷の
個性を生かしつつ、偕性を育てるために多様な ためにご協力をお願い致します。
授業が組まれていました。 ・改定前 改定後
200 人以上の参加者を得て、研究会を実施 個人会黄 3000 円 ;.·40 0,0円

することができました。指導者である国研の高 団体会費 ｷ5 OU 0円 7000 円
浦先生からは、 「小さい学校であるのに、子ど


